
●鳥類
・水辺の鳥類としては、カモ目がマガモとコガモがそれぞれ1件のみと、前月に続き投稿
数が少ないことが気がかりです。

・人気のカワセミは、11ヶ月連続で複数件の投稿があり、市内に一年を通じて生息して
いること、および、市民でも観察が容易であることが定量的に示されました。

・特記される事項としては、希少な冬鳥（漂鳥・旅鳥を含む）として、ヒレンジャク、
トラツグミ、ウソが投稿されました。

・今年は全体として冬鳥の渡来数が少なく、種ごとの飛来状況を把握することが難しい
中で、特に年変動が大きい種類が複数投稿されたことは大変貴重です。

・また、近年分布を拡大し、2010年代頃から関東での観察例が急激に増加しているリュ
ウキュウサンショウクイ（※現在は亜種扱いだが、近い将来、独立種として区別され
る可能性が大きい。）が、今年度、初めて投稿されました。今後、市内でも確認情報
が増えることが予想されます。

●昆虫
・カメムシの仲間は成虫で越冬するものもいて、寒い日でも時々見かけますがとても
動きが鈍く、寒そうにしています。

・２月は関東でも２０℃を超える日があり、越冬明けのキタテハがたくさん飛んでいま
した。

・オカモトトゲエダシャクは、早春に羽化するガで、Ｔ字にとまりとてもかっこいいス
タイルをしています。

●植物
・対象種の投稿はなく、非対象種はフキ、ハンノキ、ホトケノザ、ナズナ、オオイヌノ
フグリ、マツバランでした。

・早春から開花の見られるホトケノザ、ナズナ、オオイヌノフグリやフキの芽吹きなど、
身近な雑草が投稿されたほか、花粉症の要因の一つとして知られるハンノキ（雄花）
の開花も記録されました。

・マツバランは東京都（南多摩）の準絶滅危惧種に指定されていますが、丘陵地～平地
で見られる個体は、庭や温室などの栽培品が逸出して二次的に広がったものと推測さ
れています。近年、南多摩全域で確認記録が増えており、今後の動向が注目されます。

●その他（調査対象外の生きもの）
・石の下で越冬中のオカダンゴムシの投稿がありました。土壌生物は身近な種類
であっても投稿数が少ないので、データとしては重要です。
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ウグイス
【南大谷】

ウソ（ ）
【下小山田】

カシラダカ
【下小山田】

カワウ
【南大谷】

カワセミ
【南大谷】

カワセミ（ ）
【小山】

カワセミ   
【高ヶ坂】

カワセミ
【南大谷】

カワセミ
【南大谷】

カワセミ（ ）
【木曽東】

カワセミ
【森野】

カワラヒワ
【忠生】



カワラヒワ
【山崎】

キジバト（足跡）
【木曽西】

コガモ（ ）
【小山】

コゲラ
【本町田】

コサギ
【木曽西】

コジュケイ
【南大谷】

ジョウビタキ（ ）   
【図師】

ジョウビタキ（ ）
【下小山田】

ジョウビタキ
【下小山田】

ジョウビタキ
【図師】

ジョウビタキ
【木曽東】

シロハラ
【原町田】



シロハラ
【下小山田】

セグロセキレイ
【木曽東】

ダイサギ
【木曽西】

ダイサギ
【木曽西】

ツグミ
【野津田】

ツグミ
【下小山田】

ツグミ   
【野津田】

トラツグミ
【下小山田】

ハクセキレイ
【南大谷】

ハクセキレイ
【南大谷】

ハクセキレイ
【木曽東】

バン
【森野】



ヒレンジャク
【小野路】

ホオジロ（ ）
【下小山田】

ホンセイインコ
【玉川学園】

マガモ（ ）
【小山】

メジロ
【小山】

メジロ
【図師】

メジロ   
【高ヶ坂】

メジロ
【高ヶ坂】

モズ（ ）
【山崎】

ヤマガラ
【高ヶ坂】

リュウキュウサンショウクイ
【木曽西】

カワセミ
【南大谷】



キタテハ
【高ヶ坂】

エサキモンキツノカメムシ
【高ヶ坂】

クモヘリカメムシ
【高ヶ坂】

クモヘリカメムシ
【本町田】

オカモトトゲエダシャク
【山崎】

クワコ（繭・中身なし）
【本町田】

オオイヌノフグリ   
【玉川学園】

ナズナ
【南大谷】

ハンノキ
【山崎】

フキ
【山崎】

ホトケノザ
【木曽西】

ホトケノザ
【南大谷】



マツバラン
【高ヶ坂】

オカダンゴムシ
【山崎】
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